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業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成１４年１１月１３日の中間決算発表時に公表した

平成１５年３月期（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）の業績予想を下記の

とおり修正しましたのでお知らせいたします。

記

１．平成１５年３月期の連結業績予想の修正（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

前回発表予想       （Ａ）  １９，６５０ 　 ２，１１０ 　 １，２３０

今回修正予想       （Ｂ）  ２１，１６６ 　 ２，８１７ 　 １，６００

増 減 額       （Ｂ－Ａ） 　 １，５１６ 　　　 ７０７ 　　　 ３７０

増 減 率       　　　 ７．７ 　　 ３３．５ 　　 ３０．１
（ご参考）

前期実績（平成１４年３月期）  １７，３９９ 　 １，７７３ 　 １，４３４

２．平成１５年３月期の単体業績予想の修正（平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：百万円、％）

売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

前回発表予想       （Ａ）  １９，３２０ 　 １，７３０ 　 １，０２０
今回修正予想       （Ｂ）  ２０，８１４ 　 ２，２７６ 　 １，２８０
増 減 額       （Ｂ－Ａ） 　 １，４９４ 　　　 ５４６ 　　　 ２６０
増 減 率       　　　 ７．７ 　　 ３１．６ 　　 ２５．５
（ご参考）

前期実績（平成１４年３月期）  １７，０９７ 　 １，４１１ 　 １，１８２

３．修正の理由

平成１４年４月以降実施されたジェネリック使用促進策の追い風を受けたほか、平成１

４年１０月実施の高齢者医療費の完全定率制の導入等により国民の医療費負担感が増大す

るなか安価な医薬品に対する期待が高まったこと等を背景に、国公立病院その他の販路拡

大が進んだほか、新製品や季節商品の販売も順調で売上高が予想対比増加しました。

　利益面でも売上増に加え、製造原価低減努力も寄与して予想を上回る見込みであります。

以　上


